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1 義務化された又は経過措置が終了する事項について



令和８年４月１日から義務化された事項
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１ 義務化された又は経過措置が終了する事項について 3

●電子申請・届出システムの利用原則化

＜概要＞
・令和６年４月１日施行の改正介護保険法施行規則第165条の7において、介護保険事業所に

関する申請、届出及び申出（以下「申請等」という。）は、原則として厚生労働省が運用
する「電子申請・届出システム」により提出しなければならないこととされました。

・名張市では令和８年４月１日以降、介護保険事業所に関する申請等について、原則、
すべてが電子申請・届出システムによる申請となりました。

・電子申請・届出システムの利用には、GビズIDのアカウント取得が必要です。

＜対象サービス＞
・全サービス共通

＜経過措置期間＞
・令和８年３月３１日

再確認
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事業所用システムのURL

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/shinsei/

「電子申請・届出システム」を利用
するためには、デジタル庁
『GビズID』の取得が必要です！
（取得まで約２週間ほど要します）

令和８年４月１日から義務化された事項
●電子申請・届出システムの利用原則化 再確認

http://#


令和８年度名張市集団指導

１ 義務化された又は経過措置が終了する事項について 5

申請・届出情報の提出までの一連の流れ
①電子申請・届出システムにログイン（GビズID）する

②「申請届出メニュー」画面から、各種申請・届出を選択

③「様式入力」画面で必要情報を入力

④「付表入力（※）」画面で必要情報を入力
※「新規申請」「変更届出」「更新申請」の３種類のみ。

付表入力完了後、申請内容にひもづく添付書類アップロード
画面に移ります。内容により、添付が必要となるファイルが
異なります。

※「加算に関する届出」は、これまで紙媒体で提出していた書類
を添付してください。様式を名張市HPにアップしています。

※「自動入力機能を使用する」ボタンをご活用ください。

⑤「添付書類アップロード」画面で必要なファイルを添付

⑥「申請」ボタンをクリックして、申請を完了する

サービス分類は４種類から選択。
居宅介護支援・介護予防支援の
場合は、「地域密着型」を選択

「名張市」を選択。



申請届出ステータス 説 明

01 一時保存 申請・届出情報の提出前で「一時保存」をした場合or「申請届出状況確認」画面で「取下
げ」ボタンをクリックした状態。 ➡「再開」ボタンで再入力が可能。

02 申請（届出）済、
未受付

申請・届出情報を提出した状態。 ➡「取下げ」をすることが可能。
※取下げを行った場合、その旨をお知らせするメールが事業所及び指定権者に届きます。

03 受付中 指定権者が申請・届出情報を受付開始した状態。 ➡ 事業所は「取下げ」不可能。
04 受付済 指定権者が一連の処理を終え、申請・届出情報を「受付済」にした状態。

05 差戻し 提出された申請・届出内容に不備等があり、介護事業所へ再提出を促した状態。
➡ 介護事業所が「再申請」を行うことが可能。

06 却下 提出された申請・届出情報について提出を受け付けなかった状態。
➡ 介護事業所は「再申請」を行うことが不可能。
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申請届出状況確認について
申請届出メニュー画面にて、『申請届出状況確認』をクリックしてください。画面に移ると、
「検索する」ボタンの直下に申請・届出情報が表示されます。再編集をする場合、「一時保存」
からの再開や「差戻し」からの再申請を行うことができます。



令和９年４月１日から義務化される事項
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●安全確保・職員負担軽減のための委員会の設置

＜概要＞
・令和６年度の介護報酬改定において、業務効率化と介護の質の向上を図り、それによって

介護職員の負担軽減を図ることを目的に、「利用者の安全並びに介護サービスの質の確保
及び職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会」の設置及び定期的な開催を
行うことが義務付けられました。

＜対象サービス＞
・短期入所系サービス・多機能系サービス・居住系サービス・施設系サービス

＜経過措置期間＞
・令和９年３月３１日



令和９年４月１日から義務化される事項
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●安全確保・職員負担軽減のための委員会の設置

＜その他＞
・厚生労働省の介護分野における生産性向上ポータルサイト（下記アドレス参照）から、

ガイドラインや各種ツールがダウンロードできますので、ご活用ください。
https://www.mhlw.go.jp/kaigoseisansei/index.html

・三重県が開設している、みえ介護生産性向上支援センターで業務改善・生産性向上の
取組に関する相談を受け付けていますので、ご活用ください。

◎委員会の運用等により、算定できる加算
・生産性向上推進体制加算

…委員会を３ヶ月に１回開催することが要件の一つ
・介護職員等処遇改善加算

…職場環境等要件の選択項目の一つ。加算区分Ⅰロ及びⅡロでは必須。

http://#
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令和７年４月１日から義務化されている事項
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①「書面掲示」規制の見直し

＜概要＞
・事業所内での「書面掲示」を求めている事業所の運営規程の概要等の重要事項について、

インターネット上で情報の閲覧が完結するよう、「書面掲示」に加え、原則としてウェブ
サイト（法人のホームページ等又は情報公表システム上）に掲載することが、令和７年度
から義務付けられました。

＜対象サービス＞
・全サービス共通

再確認

重要事項
1.・・・・
2.・・・・



11

（引用元）厚生労働省 令和6年度介護報酬改定における改定事項について

情報公表システム

ログイン後（※）、「事業
所の特色」→「法令・通知
等で書面掲示を求めている
事項の一覧」からPDF・
エクセル・ワード等を添付。

※ID・パスワードは過去
に県より送付されていると
思いますが、わからない場
合は、三重県⻑寿介護課に
お問い合わせください。



令和７年４月１日から義務化されている事項
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②身体的拘束の適正化の推進

＜概要＞
・身体的拘束等の更なる適正化を図る観点から、以下の見直しが行われています。

ア 短期入所系サービス及び多機能系サービスについて、身体的拘束等の適正化のための
措置（委員会の開催等、指針の整備、研修の定期的な実施）が義務付けられました。
また、令和７年４月１日からは、上記適正化のための措置を実施していない場合、基本
報酬を減算することになっています。

イ 訪問系サービス、通所系サービス、福祉用具貸与、特定福祉用具販売及び居宅介護支援
について、利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するための緊急やむを得ない
場合を除き、身体的拘束を行ってはならないこととし、身体的拘束等を行う場合には、
その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録
することが義務付けられました。

再確認



令和７年４月１日から義務化されている事項
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②身体的拘束の適正化の推進 再確認

＜実施しなければならない措置＞
・身体拘束等すると減算ではなく、不適切な身体拘束、記録の不備、指針の未作成、

委員会・研修の未実施等が確認された場合、減算となります。
①身体拘束等適正化委員会の開催、従業者への結果の周知
②身体拘束等の指針の整備
③身体拘束等の研修の実施

※会議及び研修等について実施状況が確認できるよう記録を作成し、保管すること。

＜経過措置期間＞
・令和７年３月３１日



令和６年４月１日から義務化されている事項
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①虐待の防止のための措置

＜概要＞
・虐待の防止に係る措置は、令和６年４月１日から、全ての介護サービス事業者（居宅療養

管理指導及び特定福祉用具販売を除く）に義務化されています。
・虐待は、高齢者の尊厳の維持や、高齢者の人格の尊重に深刻な影響を及ぼす可能性が

極めて高く、介護事業者は虐待の防止のための必要な措置（以下の措置）を講じなければ
ならないとされています。
・虐待の未然防止
・虐待等の早期発見
・虐待等への迅速かつ適切な対応

＜対象サービス＞
・全サービス共通（居宅療養管理指導、特定福祉用具販売を除く）

再確認
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①虐待の防止のための措置

＜実施しなければならない措置＞
・次の①〜④の措置を１つでも講じていない場合は、減算の対象となっています（高齢者

虐待防止措置未実施減算）。
①虐待の防止のための対策を検討する委員会の定期的な開催（年１回以上）
②高齢者虐待防止のための指針の整備
③虐待の防止のための従業員に対する研修の実施（年１回以上）
④虐待の防止に関する措置を適切に実施するための担当者を置く

※運営規程にも『虐待の防止のための措置に関する事項』を規定すること。
※会議及び研修等について実施状況が確認できるよう記録を作成し、保管すること。

＜経過措置期間＞
・令和６年３月３１日

再確認



令和６年４月１日から義務化されている事項

令和８年度名張市集団指導

１ 義務化された又は経過措置が終了する事項について 16

②業務継続計画（BCP）の策定

＜概要＞
・業務継続計画の策定等は、令和６年４月１日より義務化されています。

令和７年４月１日から、感染症若しくは災害のいずれか又は両方の業務継続計画が未策定
の場合は、減算の対象となっています（業務継続計画未策定減算）。

○感染症にかかる業務継続計画に盛り込む内容
・平時からの備え、初動対応、感染症拡大防止体制の確立等

○非常災害に係る業務継続計画に盛り込む内容
・平常時の対応、緊急時の対応、他施設及び地域との連携

再確認



令和６年４月１日から義務化されている事項
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②業務継続計画（BCP）の策定

＜実施しなければならない措置＞
①感染症及び災害時における業務継続計画の策定
②研修の実施（年１回又は年２回以上※）
③訓練（シミュレーション）の実施（年１回又は年２回以上※）

※特定施設入居者生活介護等の居住系サービス及び施設サービスは年２回以上

＜対象サービス＞
・全サービス共通（居宅療養管理指導、特定福祉用具販売を除く）

＜経過措置期間＞
・令和７年３月３１日（訪問介護等次ページに掲げるいくつかの対象サービス）

再確認



対象サービス 施行時期

①

通所介護、短期入所生活介護、短期入所療養介護、特定施設入居者生活介護、地域
密着型通所介護、認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型
共同生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護、地域密着型介護老人福祉施設
入所者生活介護、看護小規模多機能型居宅介護、介護老人福祉施設、介護老人保健
施設、介護医療院、介護予防短期入所生活介護、介護予防短期入所療養介護、介護
予防特定施設入居者生活介護、介護予防認知症対応型通所介護、介護予防小規模多
機能型居宅介護、介護予防認知症対応型共同生活介護

令和６年４月
※ただし、令和７年３月３１日
までの間、感染症の予防及びま
ん延の防止のための指針の整備
及び非常災害に関する具体的計
画の策定を行っている場合には、
減算を適用しない

② 通所リハビリテーション、介護予防通所リハビリテーション 令和６年６月
※上記①の※と同じ

③
訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、福祉用具貸与、定
期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問介護、居宅介護支援、介護予防
訪問入浴介護、介護予防訪問看護、介護予防訪問リハビリテーション、介護予防福
祉用具貸与、介護予防支援

令和７年４月

業務継続計画未策定減算の施行時期
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※居宅療養管理指導、介護予防居宅療養管理指導、特定福祉用具販売及び特定介護予防福祉用具販売には、
業務継続計画未策定減算は適用されない。



介護施設・事業所等における業務継続計画（BCP)の作成について
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業務継続計画（BCP)の作成の手引き、業務継続ガイドライン等について、
下記によりご確認いただき、業務の参考としてください。

●三重県 介護施設・事業所における災害発生時の業務継続計画
https://www.pref.mie.lg.jp/CHOJUS/HP/m0072500119.htm

作成の手引き 作成例 様式例

●厚生労働省ホームページ
・業務継続ガイドライン、ひな形、研修動画（新型コロナウイルス感染症編・自然災害編）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/douga_00002.html

http://#
http://#


令和６年４月１日から義務化されている事項
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③感染症の予防及びまん延防止のための措置

＜概要＞
・感染症の予防及びまん延防止のための措置は、令和６年４月１日より義務化されています。

減算対象事項ではありませんが、運営指導の指摘事項となりますので、着実な実施を
お願いします。

＜実施しなければならない措置＞
①感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会の開催（６ヶ月に１回以上）
②指針の整備
③研修及び訓練の定期的な実施（年１回又は年２回以上※）

※特定施設入居者生活介護等の居住系サービス及び施設サービスは年２回以上

再確認



令和６年４月１日から義務化されている事項
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④認知症介護基礎研修の受講義務付け

＜概要＞
・介護に直接携わるすべての職員のうち、医療・福祉関係の資格を有さない者について、

認知症介護に係る基礎的な研修（認知症介護基礎研修）を受講させる必要があります。

※新規採用、中途採用を問わず、事業所が新たに採用した従業者に対しては、採用後１年を
経過するまでに受講していただく必要があります。

＜対象サービス＞
・全サービス共通（無資格者がいない訪問系サービス、福祉用具貸与、居宅介護支援を除く）

＜経過措置期間＞
・令和６年３月３１日

再確認



令和６年４月１日から義務化されている事項

令和８年度名張市集団指導

１ 義務化された又は経過措置が終了する事項について 22

④認知症介護基礎研修の受講義務付け 再確認

資格を有していて受講義務免除 下記のいずれか該当で受講義務免除

看護師、准看護師、介護福祉士、介護支援専門
員、実務者研修修了者、介護職員初任者研修修
了者、生活援護者研修修了者、介護職員基礎研
修課程修了者、訪問介護員養成研修一級課程・
⼆級課程修了者、社会福祉士、医師、⻭科医師、
薬剤師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、
精神保健福祉士、管理栄養士、栄養士、あん摩
マッサージ師、はり師、きゅう師、柔道整復師、
福祉用具専門員、⻭科衛生士

○認知症介護実践者研修、認知症介護実践
リーダー研修、認知症介護指導者研修等の
認知症介護に係る研修を修了した者

○養成施設で認知症に係る科目を受講した者
（卒業証明書及び履修科目証明書により、
事業所及び自治体が認知症に係る科目の
受講が確認できること。）

○福祉系高校で、認知症に係る科目を受講した
者（失業証明書が確認できること。）



令和８年度名張市集団指導

１ 義務化された又は経過措置が終了する事項について 23

受付終了



24

令和８年度名張市集団指導

2 令和８年度介護職員処遇改善加算について



令和８年度改定のポイント

令和８年度名張市集団指導

２ 令和８年度介護職員処遇改善加算について 25

①対象拡大と適用範囲

・・・適用範囲が介護職員から介護従業者全体へと拡大しました（加算率の引き上げ）。

②生産性向上（ICT活用の強化）

・・・生産性向上や協働化に取り組む事業者に対する上乗せの加算区分が設けられました
（加算Ⅰ・Ⅱの加算率の上乗せ）。ケアプランデータ連携システム加入が重要要件と
なり、業務効率化と情報共有が求められています。

③新たな加算対象サービス

・・・訪問看護、訪問リハビリ、居宅介護支援等が処遇改善加算の対象に新たに含まれました。



26２ 令和８年度介護職員処遇改善加算について

令和８年度名張市集団指導

（様式の変更）
・介護職員等処遇改善加算は、年度ごとに計画書の届出が必要です。
・令和８年６月以降、様式の見直し（※）が行われているため、新様式でご提出ください。

変更前
（令和７年４月〜）

変更後
（令和８年６月〜）

加算「Ⅰ」→加算「Ⅰイ」・加算「Ⅰロ」
加算「Ⅱ」→加算「Ⅱイ」・加算「Ⅱロ」

＜居宅介護支援等＞

変更後
（令和８年６月〜）

変更前
（令和７年４月〜）

項目なし
新設
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（引用元）厚生労働省 令和８年度介護報酬改定について
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（引用元）厚生労働省 令和８年度介護報酬改定について
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（引用元）厚生労働省 令和８年度介護報酬改定について
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（引用元）厚生労働省 令和８年度の処遇改善加算及び補助金について



①計画書の提出（様式２）

• 令和８年４月以降に介護職員等処遇改善加算の算定を受けようとする場合、前年度に当該
加算を算定しているかいないかに関わらず、計画書の提出し、賃金配分や職場環境改善を
明記する必要があります。

②提出書類

• 様式２−１（総括表）
• 様式２−２（個票）４、５月
• 様式２−３（個票）６月以降

（１）計画書

令和８年度名張市集団指導

２ 令和８年度介護職員処遇改善加算について 31

※「基本情報入力シート」に沿って作成。必要事項を入力後、要件を満たすと「○」、満たさない場合は「×」と表記
されるので、「×」が表記された場合は欄外右側のコメントを参考に修正し、（確認用）提出前のチェックリストが
全て「○」になっていることを確認して提出。



令和８年度名張市集団指導

２ 令和８年度介護職員処遇改善加算について 32

要件を満たすと「○」、
満たさないと「×」が
表記されるので、
「×」が表記された場
合は欄外右側のコメン
トを参考に修正し、
（確認用）提出前の
チェックリストが全て
「○」になっている
ことを確認して提出。



③提出期限

④その他

• 計画書に加えて、「介護給付費算定に係る体制等に関する届出書（体制届）」等を提出。
• 計画書の提出方法は、電子申請・届出システムの「他法制度に基づく申請届出」から提出。

（１）計画書

令和８年度名張市集団指導

２ 令和８年度介護職員処遇改善加算について 33

算定月 提出期限
① 令和８年４月分・５月分を算定する場合 令和８年４月１５日（水）まで（必着）
② 令和８年６月以降



⑤居宅介護支援事業所等（新設）について留意事項

• 令和８年６月に処遇改善加算が新設されるサービス（居宅介護支援等）を提供する事業所
も、併せて提出が必要。

• 加算新設事業所のみが所属する法人（例：居宅介護支援のみの法人）が、令和８年６月以
降に処遇改善加算を申請する場合は、令和８年６月以降の申請に係る処遇改善計画書につ
いて、令和８年６月15日までに提出。

（１）計画書

令和８年度名張市集団指導

２ 令和８年度介護職員処遇改善加算について 34



①変更届出書の提出（様式４）

• 提出した処遇改善計画書の内容に下記ア〜オの変更があった場合、届け出てください。

②提出書類
• 様式４（変更届出書）
• 添付書類（※）

（２）変更届出書

令和８年度名張市集団指導

２ 令和８年度介護職員処遇改善加算について 35

※様式４の「提出すべき書類」を参照。

ア：吸収合併、新設合併等により、計画書の作成単位が変更となる場合
イ：複数の事業所等について一括して申請を行う法人において、事業所等に増減（新規指定、廃止等の事由）が

あった場合
ウ：キャリアパス要件ⅠからⅢまでに関する適合状況に変更があった場合
エ：キャリアパス要件Ⅴ（介護福祉士等の配置要件）に関する適合状況に変更があり、算定する加算の区分に変更

が生じる場合
オ：算定する新加算等の区分の変更を行う場合及び新加算等を新規に算定する場合
カ：就業規則を改訂（介護職員の処遇に関する内容に限る。）した場合



③提出期限

④その他

• 提出方法は、電子申請・届出システムの「他法制度に基づく申請届出」から提出。

（２）変更届出書

令和８年度名張市集団指導

２ 令和８年度介護職員処遇改善加算について 36

種別 提出期限
① 居宅系サービス 算定開始の月の前月１５日（必着）
② 施設系サービス 算定開始の月の１日（必着）



①実績報告書の提出（様式３）

• 各事業年度における最終の加算の支払があった月の翌々月までに、どのような賃金改善を
実施したか等について報告する必要があります。

• 介護職員等処遇改善加算を算定できる要件は、賃金改善額が当該加算による収入額以上で
あることであり、これが下回ることは想定されていません。この点を十分考慮し、返還が
生じることのないように賃金改善を実施してください。

②提出書類

• 様式３−１（実績報告書：令和８年度）
• 様式３−２（個票：令和８年４月・５月及び６月以降分）

（３）実績報告書

令和８年度名張市集団指導

２ 令和８年度介護職員処遇改善加算について 37



③提出期限

④その他

• 提出方法は、電子申請・届出システムの「他法制度に基づく申請届出」から提出。

（３）実績報告書

令和８年度名張市集団指導

２ 令和８年度介護職員処遇改善加算について 38

算定期間 提出期限
例1 令和８年４月から令和９年３月まで加算を算定 令和９年７月末日〆切（必着）
例2 令和８年４月から令和８年９月まで加算を算定 令和９年１月末日〆切

• 各年度における最終の加算の支払いがあった月の翌々月の末日まで

令和７年度分〆切
（令和７年４月〜
令和８年３月）

令和８年７月３１日
（金）必着



お問い合わせ先

令和８年度名張市集団指導

２ 令和８年度介護職員処遇改善加算について 39

お問い合わせ内容 窓口 電話番号

制度全般、書類作成に関すること 厚生労働省相談窓口
受付時間：９時〜１８時（⼟日含む） ０５０ｰ３７３３ｰ０２２２

書類の提出に関すること 名張市 介護・高齢支援室
受付時間：９時〜１６時３０分（平日） ０５９５ｰ６３ｰ７５９９
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令和８年度名張市集団指導

3 事業所指定等の手続きについて



３ 事業所指定等の手続き 41

電子申請・届出システム
から、各種届出をお願い
します。



３ 事業所指定等の手続き 42

添付する書式は、名張市
ホームページからダウン
ロードできます。

令和８年度名張市集団指導https://www.city.nabari.lg.jp/s029/090/020/0011/0008/000123/20250901171511.html

http://#


種 類 提出〆切 留意事項

新規指定申請 指定日の１か月前まで ・新規申請の場合は、事前に介護・高齢支援室にご相談くだ
さい。

更新申請 更新日の1か月前まで

・指定有効期限（６年）満了日の２か月前に通知をします。
・指定更新の手続きを行わない場合は、効力を失います。
・休止中の事業所で指定更新を行う場合は、指定基準（人員

及び運営基準）を満たした上で、再開届を提出いただき、
その後更新申請をしてください。

変更届 変更が生じた日から１０日以内
・変更がわかる書類（届出内容によって添付書類が異なる・

補足参照）を添付した上で申請してください。
・人員配置基準に該当する従業員が変更になる場合は、その

都度変更届の提出が必要となります。

廃止・休止届 廃止・休止日の１か月前まで
・サービス利用者に必要なサービスが継続的に提供される

よう、他事業所と連絡調整等を行ってください。
・休止期間は、最⻑１年です。
・利用者の移管先リストを添付してください。

①申請・届出について

令和８年度名張市集団指導

３ 事業所指定等の手続き 43



種 類 提出〆切 留意事項

再開届 再開日から１０日以内

・休止している事業所が、再開しようとする時は、事前に
相談をお願いします。

・新規申請と同等の書類一式を提出いただきます。
※基準を満たしていない状態で、再開届を提出することは

できません。

加算に関する届出

（居宅系サービス）
・毎月１５日までに届出

➡翌月から算定可
・毎月１６日以降に届出

➡翌々月から算定可
（施設系サービス）

・月の初日に届出
➡当該月から算定可

・月の初日以外に届出
➡翌月から算定可

・加算を届け出る場合は、「介護給付費算定に係る体制等
状況一覧表」とその他必要な資料を添付して申請をして
ください。

・確実に算定できることが見込まれた時点で提出をお願い
します。

・加算要件を満たさなくなることが明らかな場合、要件を
満たさなくなった月から当該加算は算定できません。

・加算によっては実績が必要な場合もあるので、要件を
十分に確認のうえ提出をお願いします。

令和８年度名張市集団指導

３ 事業所指定等の手続き 44

②申請・届出について



No. 変更があった事項 添付書類
１ 事業所（施設）の名称 運営規定
２ 事業所の所在地 運営規定、事業所（施設）の平面図、写真、写真の方

向図等
３ 事業所（施設）の電話番号・ＦＡＸ番号 不要
４ 代表者の氏名（フリガナ）、生年月日、住所 誓約書、履歴事項全部証明書
５ 管理者の氏名（フリガナ）、生年月日、住所 勤務形態一覧表、経歴書、資格者証等の写（※）
６ サービス提供責任者（訪問介護）の氏名（フリガナ）、

生年月日、住所
勤務形態一覧表、資格者証等の写（※）

7 運営規定 変更後の運営規定
★その他必要に応じて添付文書あり

8 資格要件のある職種に従事する従業員の変更 勤務形態一覧表、資格者証の写（※）
★介護支援専門員の変更は、介護支援専門員一覧、介護支援専門員証
の写、認知症介護実践者研修修了証の写も必要

変更届について（補足）

令和８年度名張市集団指導

３ 事業所指定等の手続き 45

※資格者証等の写について、姓が結婚等で現在の姓と異なっている場合、⼾籍抄本（写しで可）又は運転免許証の表裏の写し、年金手帳の写し等、改姓の
状況が確認できる公的な書類を添付してください。



46３ 事業所指定等の手続き

令和８年度名張市集団指導

名張市では、国や県、関係機関からの通知等をメールにて配信
するため、各事業所のメールアドレスを登録させていただいて
おります。

新規に登録する必要がある場合、または変更等がある場合は、
所定の様式にて提出をお願いしております。

なお、登録または変更をしたにもかかわらず、市からのメール
が相当期間届かない場合は、
名張市 介護・高齢支援室（０５９５−６３−７５９９）
までご連絡ください。

メールアドレスの
登録について
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令和８年度名張市集団指導

４ 事故報告等について



48４ 事故報告等

令和８年度名張市集団指導

・事故が起きた場合は、職員間で情報を共有し、再発
防止に努めてください。

・事業者は名張市への報告を含めた関係者への連絡等、
速やかに必要な措置を講じてください。

・事故が発生した時は、第１報は応急措置後速やかに、
遅くとも５日以内を目安に提出をお願いします。
その後、必要に応じて追加の報告を行ってください。

①事故発生時の対応
及び報告について

最新様式をダウンロードし、
エクセルデータで提出。



名張市に報告が必要な場合

• サービス利用者の負傷又は死亡事故（負傷：医療機関で受診し治療を受けたものに限る）
• 自然災害（風水害、地震等）、火災、交通事故等
• サービス利用者が行方不明となった場合
• 職員の不祥事（個人情報紛失等を含む）
• 食中毒及び感染症（法令等により保健所への報告を行う場合）

詳細について

• ＜三重県ホームページ＞ https://www.pref.mie.lg.jp/CHOJUS/HP/51046022922.htm
• ＜名張市ホームページ＞ https://www.city.nabari.lg.jp/s029/20220920133512.html

②事故発生時の対応及び報告について

令和８年度名張市集団指導

４ 事故報告等 49

http://#
http://#


名張市に報告が必要な場合

• 社会福祉施設等において感染症（新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ、ノロウイルス感染症
等）の集団発生が確認され、報告基準（次ページ参照）を満たした場合、発生状況を三重県に報告
（投稿フォーム）が必要となる。県に報告した際は、名張市にも報告書（別紙３・三重県ホームペー
ジに掲載）を用いて報告が必要（三重県独自基準）。

詳細について

• ＜三重県ホームページ＞ https://www.pref.mie.lg.jp/KANSENJO/HP/m0348600033_00002.htm

③令和６年４月以降の社会福祉施設等における感染症の集団発生の報告について

令和８年度名張市集団指導

４ 事故報告等 50

http://#


報告基準

③令和６年４月以降の社会福祉施設等における感染症の集団発生の報告について

令和８年度名張市集団指導

４ 事故報告等 51

（１）初回報告
以下ア〜ウのいずれかに該当する場合、報告が必要。
ア 同一の感染症による又はそれらによると疑われる死亡者又は重症者が１週間以内に２名以上

発生した場合
イ 同一の感染症の患者又はそれが疑われる者が１０名以上又は全利用者の半数以上発生した場合

（１週間以内の累計が目安）
ウ ア及びイに該当しない場合でも、通常の発生動向を上回る感染症等の発生が疑われ、死亡者が

発生した場合など、特に施設⻑が報告を必要と認めた場合
（２）経過報告

毎日（初回報告後、終息するまでの間）
（３）終息報告

最終の患者が判明してから、潜伏期間を見込んだ一定期間新たな患者が発生しなかった場合
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５ 運営推進会議／外部評価について



地域密着型サービス

• 地域密着型サービスは、最も身近な地域で介護サービスを提供し、認知症の人や高齢者が
介護の必要な状態となっても、できる限り住み慣れた地域でその人らしい尊厳のある生活
が継続できるよう支援するため、創設されました。

運営推進会議とは

• 「運営推進会議」とは、地域密着型サービス事業者が自ら設置するもので、利用者の家族
や地域住⺠の代表者等に、提供しているサービス内容を明らかにすることでサービスの質
を確保し、地域との連携を図ること等を目的としています。

• 地域密着型サービス事業者が地域の一員として求められる機能を果たし、地域の中で成⻑
していくための仕組みとして、設置が義務付けられています。

①地域密着型サービスにおける「運営推進会議」について
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５ 運営推進会議 53



サービスの種類
（介護予防を含む）

・小規模多機能型居宅介護
・認知症対応型共同生活介護
・地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

・地域密着型通所介護
・認知症対応型通所介護

開催頻度 おおむね２月に１回以上 おおむね６月に１回以上

協議会構成員の例
・利用者及び利用者の家族
・地域住⺠の代表者（自治会役員、⺠生委員・児童委員、老人クラブの代表等）
・市職員（介護・高齢支援室、医療福祉総務室、地域包括支援センター職員）
・知見を有する者（まちの保健室職員等）

開催案内 出席者の皆さまへ１か月前までに文書で案内してください。
※市への案内、報告書は介護・高齢支援室メールアドレスへの案内、報告で可。

会議の内容 事業所は、運営推進会議に対して「活動状況を報告し、評価を受けるとともに、必要な要望、助言等
を聴く」ことが義務付けられている。

記録の作成と公表

・事業所は、「活動状況の報告内容、評価、要望、助言等」についての記録（議事録）を作成する
ことが義務付けられている（５年保存）。

・上記「報告、評価、要望、助言等についての記録」を公表（事業所内での掲示、閲覧、事業所の
ホームページ等）しなければならないとされている。
※公表にあたっては、個人情報の取り扱いに注意すること。
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５ 運営推進会議 54

②地域密着型サービスにおける「運営推進会議」について

実施することが
義務付けられて

います！
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・福祉サービス第三者評価・地域密着型サービス外部
評価・運営推進会議等における外部評価情報は、
個々の事業者が事業運営における問題点を把握し、
サービスの質の向上に結び付けることを目的に実施
しています。
また、それらの評価結果は、利用者の適切なサービス
選択に役立てていただけるよう公表しています。

福祉サービス第三者評価
地域密着型サービス外部評価

運営推進会議における外部評価情報

（引用元）WAM NET 福祉サービス第三者評価・地域密着型サービス外部評価・運営推進会議等における外部評価情報の概要



事項 福祉サービス第三者評価 地域密着型サービス外部評価 運営推進会議等における外部評価

導入 平成16年（2004年）〜 平成18年（2006年）〜 平成27年（2015年）〜

根拠 ・社会福祉法第78条第1項

・指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準（省令）
第97条第8項第1号
・名張市指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例
※介護予防の基準、条例もあり（省略）

・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準（省令）
第3条37第１項、第88条において準用する第34条
第１項、第108条において準用する第34条第１項、
第182条において準用する第34条第１項
・名張市指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例
※介護予防の基準、条例もあり（省略）

対象事業 ・第1種社会福祉事業
・第2種社会福祉事業

・認知症対応型共同生活介護
（※運営推進会議による評価との
選択制）

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護
・小規模多機能型居宅介護
・看護小規模多機能型居宅介護
・認知症対応型共同生活介護
（外部評価機関による外部評価との選択制）

（参考）評価制度一覧
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５ 外部評価 56



事項 福祉サービス第三者評価 地域密着型サービス外部評価 運営推進会議等における外部評価

受審 任意 必須（原則年1回） 必須（原則年1回）

実施主体 都道府県推進組織 都道府県 市町村

評価機関 都道府県推進組織が認証し
た評価機関 都道府県が認証した評価機関 ・運営推進会議

・介護・医療連携推進会議

公表場所
・WAM NET
・都道府県HP
・事業所HP など

・WAM NET
・都道府県HP
・事業所HP など

・利用者及びその家族への送付
・介護サービス情報の公表制度での公表（※）
・法人HP、事業所内での掲示
・WAM NET

（参考）評価制度一覧
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５ 外部評価 57

※運営推進会議等を利用した評価の結果については、利用者及びその家族に情報提供するとともに、「介護サービスの情報公開制度」に基づく介護サービス
情報公表システムへの掲載、法人のHPへの掲載、事業所内の見やすい場所への掲示等による公表が必要です。

※認知症対応型共同生活介護（グループホーム）については、外部評価を毎年受審することが定められていましたが、令和3年度介護報酬改定により、従来
の外部評価機関による評価を受審するか、事業所自らがその提供するサービスの質について自己評価を行った上で運営推進会議に報告し、評価を受けるか
のいずれかを選択できるようになりました。



58５ 外部評価

令和８年度名張市集団指導

確定通知書（写し）とともに、それに付随する
資料を速やかに市へ提出してください。

（添付資料）
・外部評価結果
・自己評価及び外部評価結果（別紙４）
・自己評価及び外部評価結果（詳細）
・目標達成計画

外部評価結果確定通知書が
届いたら・・・
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外部評価結果

自己評価及び外部評価
結果（別紙４）

自己評価及び外部評価
結果（詳細）

目標達成計画



60

令和８年度名張市集団指導

６ 介護サービス相談員派遣事業について



（１）目的

• 市町村に登録された介護サービス相談員（２年任期・現在２名登録）が、介護サービス施
設・事業所に出向いて、利用者の疑問や不満、不安を受け付け、介護サービス提供事業者
及び行政との橋渡しをしながら、問題の改善や介護サービスの質の向上につなげる取組。

（２）事業内容

• 介護サービス相談員が定期または随時に事業所を訪問し、利用者等の話を聞き、相談に
応じます。

• サービスの現状把握に務め、事業者等の管理者や従業員と意見交換を行います。
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６ 介護サービス相談員派遣事業 61

①介護サービス相談員派遣事業とは
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①介護サービス相談員派遣事業とは

（３）備考

• 介護保険制度の中には、市町村による苦情
対応に係る対応が盛り込まれていますが、
これらは事後的な対応が中心です。

• 一方、本事業は苦情に至る事態を事前に防止
する、問題提起・提案解決型の対応です。

• 本市では平成１３年度から実施しており、
令和３年度からコロナ禍で中止していました
が、令和６年度から事業を再開しています。
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7 その他連絡事項



令和８年度制度改正（令和８年８月から）
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７ その他連絡事項 64

●給付に係る制度について

＜概要＞
・食費に係る基準費用額及び食費・居住費の負担限度額について、次ページの通り変更に

なります。
・高額介護サービス費や負担限度額認定の段階判定における所得基準額８０万９千円に

ついて、令和７年に支給される老齢基礎年金（満額）が８０万９千円を超えることを
踏まえ、８２万６千５百円とする見直しが行われます。
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（引用元）厚生労働省 令和８年度介護報酬改定について



令和８年度制度改正（令和８年１０月から）

令和８年度名張市集団指導

７ その他連絡事項 66

●ハラスメント対策の強化

＜概要＞
・令和７年６月１１日に、労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業

生活の充実等に関する法律等の一部を改正する法律（令和７年法律第６３号）が公布
されました。

・本改正により、カスタマーハラスメントや求職者等に対するセクシュアルハラスメント
（いわゆる「求職者等セクハラ」）の防止措置が事業主の義務となります（令和８年
１０月１日施行）。

・また、令和８年２月２６日にカスタマーハラスメント防止指針及び求職者等に対する
セクシュアルハラスメント防止指針が公布されました。



法令上事業者に求められる措置

講ずべき措置 ＜対象＞
○職場における

・セクシャルハラスメント
・パワーハラスメント

○利用者やその家族等から受ける
・セクシャルハラスメント
・顧客等からの著しい迷惑行為

＝カスタマーハラスメント

＜内容＞
就業環境が害されることを防止するための方針の明確化等の必要

な措置を講じること。
※特に留意すべき点

①事業者の方針等の明確化及びその周知・啓発
②相談（苦情を含む）に応じ、適切に対応するために必要な体制

の整備

介護現場におけるハラスメント対策の推進
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地域包括ケアシステムを推進していく上で、介護人材の確保は大変重要な課題であり、介護職員が安心して働く
ことができるよう、ハラスメント対策を含む職場環境・労働環境の改善を図っていくことが必要です。

このため、令和３年度報酬改定においては、全ての介護サービス事業者に、ハラスメント対策として必要な措置
を講じることが義務付けられました。

※厚生労働省ホームページの「介護現場におけるハラスメント対策マニュアル」、 「研修の手引き」等も参考に
して対策や取り組みを行い、随時見直しも行ってください。

（引用元）厚生労働省 「介護現場におけるハラスメント対策マニュアル（令和４年３月改定）」をもとに、制度改正を反映
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（引用元）厚生労働省 リーフレット（簡易版）「２０２６年（令和８年）１０月１日から、カスタマーハラスメント対策、求職者等に対するセクシュアルハラスメント対策が義務化されます！」
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●LIFEの移行について

＜概要＞
・科学的介護情報システム（以下「LIFE」という。）は、令和８年５月１１日から公益社団

法人国⺠健康保険中央会（以下「国保中央会」という。）において運用されています。
令和８年７月３１日までに、国保中央会が運用するLIFEへの移行作業が必要です。

※「https://life-web.mhlw.go.jp/help」の移行ガイドを参考にしてください。

◎LIFEの活用等により算定できる加算
・科学的介護推進体制、ADL維持等加算、個別機能訓練加算、口腔機能向上加算、

栄養アセスメント加算 など

※LIFE研修会のオンデマンド視聴（HP「LIFEポータル」からも可能）も活用してください。

http://#
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（引用元）厚生労働省 科学的介護情報システム（LIFE） 第1回説明会資料（国保中央会運用LIFEへの移行について）



ケアプランデータ連携システム
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７ その他連絡事項 71

（１）内容
• 毎月主にＦＡＸでやり取りされ、介護事業所の負担が多かったケアプランをクラウド上で安全に電子

データのやり取りをするシステムです。公益社団法人である国保中央会が運営しています。

（２）期待される効果
• 手間、時間の削減による「事務費等」の削減
• データ自動反映による従業者の「手間」の削減・効率化
• 作業に係る「時間」の削減
• 従業者の心理的負担軽減、ライフワークバランスの改善、ガバナンス・マネジメントの向上

（３）利用費用
• ライセンス料 年間２１，０００円（※）
• その他、電子署名等の取得が必要です。
※令和７年６月１日（日）から令和８年５月３１日（日）の間に申請を行うことにより、令和９年度までのライセンス料

が無料となるフリーパスキャンペーンが適用されます。詳細は公益社団法人 国保中央会HPをご覧ください。
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（引用元）厚生労働省 R6.7.29地方公共団体向け「電子申請・届出システム」利用準備セミナー資料
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８ 事業所アンケートの結果について（抜粋）
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８ 事業所アンケートの結果について（抜粋） 74

アンケートの概要

●目的
介護サービス提供事業所の実態を把握し、事業計画の参考資料とすることを目的とする。
アンケート結果は協議の参考資料とし、方針の決定は市の財政状況等から総合的に判断する。

●対象事業所及び回収率
居宅介護支援事業所 ２９事業所 回答事業所数：２０事業所 回答率：６９．０％
第１号訪問事業所・第１号通所事業所 ４９事業所 回答事業所数： ９事業所 回答率：１８．４％
その他の介護保険事業所 ７３事業所 回答事業所数：１２事業所 回答率：１６．４％

●方法
回答フォームを利用した無記名調査（メールでURLを送付）
依頼文にて、サービス提供等の実務をされている方に回答いただくように依頼する。

●期間
令和８年６月２日（火）〜令和８年６月２６日（金）までの２３日間（当初１４日間の予定だったが期間を延⻑）

●内容
問いの性質上、①居宅介護支援、②第１号訪問事業所・第１号通所事業所、③その他の介護サービス提供事業所への
アンケートの３パターンに分けて調査を行う。
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８ 事業所アンケートの結果について（抜粋） 75

貴事業所の職種ごとの従業員の過不足の状況について、どのように感じますか。

職種ごとにあてはまる番号を選択してください。

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

職種
過不足の状況

その職種
はいない過剰

である
適当
である

やや不足
している

不足
している

訪問介護員 0 0 6 2 12

サービス提供責任者 0 3 5 1 11

介護職員 0 0 6 2 12

看護職員 0 4 4 0 12

生活相談員 0 4 3 0 13

機能訓練指導員 0 2 5 0 13

ケアマネジャー 0 12 5 3 0

事務職 0 9 3 1 7

居宅 総合 その他
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８ 事業所アンケートの結果について（抜粋） 76

貴事業所の職種ごとの従業員の過不足の状況について、どのように感じますか。

職種ごとにあてはまる番号を選択してください。

＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ 単位：件

職種
過不足の状況

その職種
はいない過剰

である
適当
である

やや不足
している

不足
している

訪問介護員 0 0 2 0 7
サービス提供責任者 0 5 0 0 4
介護職員 0 3 2 3 1
看護職員 1 4 2 0 2
生活相談員 0 6 2 0 1
機能訓練指導員 0 5 2 0 1
ケアマネジャー 0 0 3 0 6
事務職 0 4 2 1 2

居宅 総合 その他
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貴事業所の職種ごとの従業員の過不足の状況について、どのように感じますか。

職種ごとにあてはまる番号を選択してください。

＜その他事業所＞ 単位：件

職種
過不足の状況

その職種
はいない過剰

である
適当
である

やや不足
している

不足
している

訪問介護員 0 1 1 2 8
サービス提供責任者 0 3 0 1 8
介護職員 0 5 3 2 2
看護職員 1 4 2 3 2
生活相談員 0 4 0 0 8
機能訓練指導員 0 4 0 0 8
ケアマネジャー 0 7 1 0 3
事務職 0 6 1 0 5

居宅 総合 その他



令和８年度名張市集団指導

８ 事業所アンケートの結果について（抜粋） 78

14
12

2
8

2
5

0
1
1

7
5

1

1.自社のHPに求人情報を掲載
2.ハローワークを活用

3.新聞折込の求人情報チラシを活用
4.タウン誌等に求人情報を掲載
5.⺠間の求人Webサイトを活用
6.人材紹介・派遣会社等を活用

7.学校（高校・大学等）に働きかける
8.介護に関する就職合同イベント等に参加

9.インターンや実習生の受け入れ
10.職員や関係者からの知人の紹介

11.特に何もしていない
12.その他

0 2 4 6 8 10 12 14 16

従業員確保のために行っている取組

貴事業所が従業員を確保するにあたり、どのような取組をされていますか。

あてはまるもの全てを選択してください。

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1.自社のHPに求人情報を掲載
2.ハローワークを活用

3.新聞折込の求人情報チラシを活用
4.タウン誌等に求人情報を掲載
5.⺠間の求人Webサイトを活用
6.人材紹介・派遣会社等を活用

7.学校（高校・大学等）に働きかける
8.介護に関する就職合同イベント等に参加

9.インターンや実習生の受け入れ
10.職員や関係者からの知人の紹介

11.特に何もしていない
12.その他

0 1 2 3 4 5 6 7

従業員確保のために行っている取組

貴事業所が従業員を確保するにあたり、どのような取組をされていますか。

あてはまるもの全てを選択してください。

＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1.自社のHPに求人情報を掲載
2.ハローワークを活用

3.新聞折込の求人情報チラシを活用
4.タウン誌等に求人情報を掲載
5.⺠間の求人Webサイトを活用
6.人材紹介・派遣会社等を活用

7.学校（高校・大学等）に働きかける
8.介護に関する就職合同イベント等に参加

9.インターンや実習生の受け入れ
10.職員や関係者からの知人の紹介

11.特に何もしていない
12.その他

0 2 4 6 8 10 12

従業員確保のために行っている取組

貴事業所が従業員を確保するにあたり、どのような取組をされていますか。

あてはまるもの全てを選択してください。

＜その他事業所 ＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1.自社のHPに求人情報を掲載
2.ハローワークを活用

3.新聞折込の求人情報チラシを活用
4.タウン誌等に求人情報を掲載
5.⺠間の求人Webサイトを活用
6.人材紹介・派遣会社等を活用

7.学校（高校・大学等）に働きかける
8.介護に関する就職合同イベント等に参加

9.インターンや実習生の受け入れ
10.職員や関係者からの知人の紹介

11.特に何もしていない
12.その他

0 1 2 3 4 5 6

最も効果があった取組 次に効果があった取組

前の問で選択した取組のうち、効果のあった取組はどれですか。

効果があった順番に３つまでお答えください（ここでは１位と２位を記載）

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1.自社のHPに求人情報を掲載
2.ハローワークを活用

3.新聞折込の求人情報チラシを活用
4.タウン誌等に求人情報を掲載
5.⺠間の求人Webサイトを活用
6.人材紹介・派遣会社等を活用

7.学校（高校・大学等）に働きかける
8.介護に関する就職合同イベント等に参加

9.インターンや実習生の受け入れ
10.職員や関係者からの知人の紹介

11.特に何もしていない
12.その他

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

最も効果があった取組 次に効果があった取組

前の問で選択した取組のうち、効果のあった取組はどれですか。

効果があった順番に３つまでお答えください（ここでは１位と２位を記載）

＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1.自社のHPに求人情報を掲載
2.ハローワークを活用

3.新聞折込の求人情報チラシを活用
4.タウン誌等に求人情報を掲載
5.⺠間の求人Webサイトを活用
6.人材紹介・派遣会社等を活用

7.学校（高校・大学等）に働きかける
8.介護に関する就職合同イベント等に参加

9.インターンや実習生の受け入れ
10.職員や関係者からの知人の紹介

11.特に何もしていない
12.その他

0 1 2 3 4 5 6 7

最も効果があった取組 次に効果のあった取組

前の問で選択した取組のうち、効果のあった取組はどれですか。

効果があった順番に３つまでお答えください（ここでは１位と２位を記載）

＜その他事業所 ＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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30%
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15%

2
10%

1.余裕がある 2.やや余裕がある 3.やや余裕がない 4.余裕がない 5.非該当（新規・休止等）

貴事業所の利用者からの利用申込への対応はどうですか。

（令和８年６月１日から直前６か月前までの状況）

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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0
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1.余裕がある 2.やや余裕がある 3.やや余裕がない 4.余裕がない 5.非該当（新規・休止等）

貴事業所の利用者からの利用申込への対応はどうですか。

（令和８年６月１日から直前６か月前までの状況）

＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所） ＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1.余裕がある 2.やや余裕がある 3.やや余裕がない 4.余裕がない 5.非該当（新規・休止等）

貴事業所の利用者からの利用申込への対応はどうですか。

（令和８年６月１日から直前６か月前までの状況）

＜その他事業所 ＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1.研修の実施

2.資格取得時の費用負担の支援

3.介護現場で働く魅力の発信

4.集団就職相談会などの開催

5.他事業所の優良事例を情報発信

6.採用・教育、職員の定着等の相談・アドバイス

7.特にない

8.その他

0 2 4 6 8 10 12 14

県や市に取り組んでほしいこと

介護人材の確保・育成で、どのようなことを県や市に取り組んでほしいですか。

あてはまるものを２つまで選択してください。

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1.研修の実施

2.資格取得時の費用負担の支援

3.介護現場で働く魅力の発信

4.集団就職相談会などの開催

5.他事業所の優良事例を情報発信

6.採用・教育、職員の定着等の相談・アドバイス

7.特にない

8.その他

0 1 2 3 4 5 6

県や市に取り組んでほしいこと

介護人材の確保・育成で、どのようなことを県や市に取り組んでほしいですか。

あてはまるものを２つまで選択してください。

＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所） ＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1.研修の実施

2.資格取得時の費用負担の支援

3.介護現場で働く魅力の発信

4.集団就職相談会などの開催

5.他事業所の優良事例を情報発信

6.採用・教育、職員の定着等の相談・アドバイス

7.特にない

8.その他

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

県や市に取り組んでほしいこと

介護人材の確保・育成で、どのようなことを県や市に取り組んでほしいですか。

あてはまるものを２つまで選択してください。

＜その他事業所 ＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1.訪問介護

2.訪問入浴介護（※）

3.訪問看護

5.居宅療養管理指導

7.通所リハビリ

8.短期入所サービス

11.居宅介護支援

13.夜間対応型訪問介護（※）

14.認知症対応型通所介護

19.介護老人保健施設

0 2 4 6 8 10 12

最も不足していると感じるサービス 次に不足していると感じるサービス

利用者のニーズが高く、介護保険料が上がる等の影響があったとしても整備した方が良いと
感じるサービスはありますか。３つまで選択してください（ここでは１位と２位を記載）。

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

＜１位・２位で選択されなかった項目＞

4.訪問リハビリ
6.通所介護（地域密着型含む）
9.特定施設入居者生活介護
10.福祉用具貸与
12.定期巡回・随時対応型訪問介護看護（※）
15.小規模多機能型居宅介護
16.認知症対応型共同生活介護
17.複合型サービス（看護小規模多機能型居宅介護）
18.特別養護老人ホーム（地域密着型含む）
20.介護医療院
21.訪問型サービス（総合事業）
22.通所型サービス（総合事業）
23.不足しているサービスはない

（※）は現在名張市にないサービスです

居宅 総合 その他
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1.訪問介護
2.訪問入浴介護（※）

3.訪問看護
4.訪問リハビリ

5.居宅療養管理指導

7.通所リハビリ
8.短期入所サービス

9.特定施設入居者生活介護

11.居宅介護支援

12.定期巡回・随時対応型訪問介護看護（※）
13.夜間対応型訪問介護（※）

14.認知症対応型通所介護

19.介護老人保健施設

21.訪問型サービス（総合事業）
22.通所型サービス（総合事業）

0 0.5 1 1.5 2 2.5

最も不足していると感じるサービス 次に不足していると感じるサービス

利用者のニーズが高く、介護保険料が上がる等の影響があったとしても整備した方が良いと
感じるサービスはありますか。３つまで選択してください（ここでは１位と２位を記載）。

＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ 単位：件

＜１位・２位で選択されなかった項目＞

6.通所介護（地域密着型含む）
10.福祉用具貸与
12.定期巡回・随時対応型訪問介護看護（※）
15.小規模多機能型居宅介護
16.認知症対応型共同生活介護
17.複合型サービス（看護小規模多機能型居宅介護）
18.特別養護老人ホーム（地域密着型含む）
20.介護医療院
23.不足しているサービスはない（※）は現在名張市にないサービスです

居宅 総合 その他
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1.訪問介護
2.訪問入浴介護（※）

3.訪問看護
5.居宅療養管理指導

8.短期入所サービス
11.居宅介護支援

12.定期巡回・随時対応型訪問介護看護（※）
13.夜間対応型訪問介護（※）

14.認知症対応型通所介護

18.特別養護老人ホーム（地域密着型含む）
20.介護医療院

21.訪問型サービス（総合事業）
23.不足しているサービスはない

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

最も不足していると感じるサービス 次に不足していると感じるサービス

利用者のニーズが高く、介護保険料が上がる等の影響があったとしても整備した方が良いと
感じるサービスはありますか。３つまで選択してください（ここでは１位と２位を記載）。

＜その他事業所＞ 単位：件

＜１位・２位で選択されなかった項目＞

4.訪問リハビリ
6.通所介護（地域密着型含む）
7.通所リハビリ
9.特定施設入居者生活介護
10.福祉用具貸与
15.小規模多機能型居宅介護
16.認知症対応型共同生活介護
17.複合型サービス（看護小規模多機能型居宅介護）
19.介護老人保健施設
22.通所型サービス（総合事業）

（※）は現在名張市にないサービスです

居宅 総合 その他
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1.高齢者の働く場の確保
2.生きがいを持てるような活動機会の拡大

3.近隣・地域における助け合い、支え合い活動の推進
4.健康教室や健康診査等の健康づくりの充実

5.介護予防（総合事業や⺠間サービス等）の充実
6.認知症等の専門的な相談窓口の充実

7.配食・買い物支援等の食を支えるサービスの充実
8.移送サービス、公共交通機関の充実

9.有料老人ホームやサ高住等の住まいの充実
10.訪問介護等の在宅サービスの充実

11.特養等の入所施設の充実
12.往診や緊急時の対応等の医療体制の充実

13.その他

0 2 4 6 8 10 12 14 16

超高齢社会対策で県や市が取り組むべきもの

名張市では超高齢社会の進行が予想されますが、今後の県や市の取組としてどのようなもの
が必要だと思いますか。３つまでお答えください。

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1.高齢者の働く場の確保
2.生きがいを持てるような活動機会の拡大

3.近隣・地域における助け合い、支え合い活動の推進
4.健康教室や健康診査等の健康づくりの充実

5.介護予防（総合事業や⺠間サービス等）の充実
6.認知症等の専門的な相談窓口の充実

7.配食・買い物支援等の食を支えるサービスの充実
8.移送サービス、公共交通機関の充実

9.有料老人ホームやサ高住等の住まいの充実
10.訪問介護等の在宅サービスの充実

11.特養等の入所施設の充実
12.往診や緊急時の対応等の医療体制の充実

13.その他

0 1 2 3 4 5 6 7

超高齢社会対策で県や市が取り組むべきもの

名張市では超高齢社会の進行が予想されますが、今後の県や市の取組としてどのようなもの
が必要だと思いますか。３つまでお答えください。

＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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0

1.高齢者の働く場の確保
2.生きがいを持てるような活動機会の拡大

3.近隣・地域における助け合い、支え合い活動の推進
4.健康教室や健康診査等の健康づくりの充実

5.介護予防（総合事業や⺠間サービス等）の充実
6.認知症等の専門的な相談窓口の充実

7.配食・買い物支援等の食を支えるサービスの充実
8.移送サービス、公共交通機関の充実

9.有料老人ホームやサ高住等の住まいの充実
10.訪問介護等の在宅サービスの充実

11.特養等の入所施設の充実
12.往診や緊急時の対応等の医療体制の充実

13.その他

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

超高齢社会対策で県や市が取り組むべきもの

名張市では超高齢社会の進行が予想されますが、今後の県や市の取組としてどのようなもの
が必要だと思いますか。３つまでお答えください。

＜その他事業所 ＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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9
45%

8
40%

3
15%

「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」を知っていますか。

＜居宅介護支援事業所＞ ＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ ＜その他事業所 ＞

4
45%

4
44%

1
11%

1.名前も知っており内容もある程度知っている
2.名前は知っているが内容は知らない
3.名前も内容も知らない

7
59%

4
33%

1
8%

居宅 総合 その他
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25%
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＜居宅介護支援事業所＞ ＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ ＜その他事業所 ＞
0
0%

5
56%2

22%

2
22%

0
0%

1.そう思う 2.ややそう思う
3.分からない 4.あまりそう思わない
5.そう思わない

0
0%

4
34%

4
33%

3
25%

1
8%

名張市では、自宅や施設を含む地域生活の様々な場面で、認知症の方の本人の意志が尊重
されていると思いますか。

居宅 総合 その他
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＜居宅介護支援事業所＞ ＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ ＜その他事業所 ＞
0
0%

2
22%

4
45%

3
33%

0
0%

1.そう思う 2.ややそう思う
3.分からない 4.あまりそう思わない
5.そう思わない

0
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3
25%

5
42%

4
33%
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名張市では、認知症の方の本人が望む生活が継続できていると思いますか。

居宅 総合 その他
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＜居宅介護支援事業所＞ ＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ ＜その他事業所 ＞
0
0%

3
33%

4
45%

1
11%

1
11%

1.そう思う 2.ややそう思う
3.分からない 4.あまりそう思わない
5.そう思わない

0
0%1

8%

6
50%

5
42%

0
0%

名張市では、認知症の方の希望に沿った、保健医療サービス及び福祉サービスが適時かつ
切れ目なく利用できていると思いますか。

居宅 総合 その他
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1
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65%

3
17%
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＜居宅介護支援事業所＞ ＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ ＜その他事業所 ＞

4
44%

5
56%

0
0%

0
0%

1.そう思う 2.ややそう思う
3.あまりそう思わない 4.そう思わない

1
11%

6
67%

2
22%

0
0%

貴事業所を利用する認知症の人について、貴事業所のサービス利用場面で本人の意思が尊重
されていると思いますか。

居宅 総合 その他



令和８年度名張市集団指導

８ 事業所アンケートの結果について（抜粋） 101

2
10%

12
60%

5
25%
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＜居宅介護支援事業所＞ ＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ ＜その他事業所 ＞

3
33%

5
56%

1
11%

0
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1.そう思う 2.ややそう思う
3.あまりそう思わない 4.そう思わない

3
25%

7
58%

2
17%

0
0%

貴事業所を利用する認知症の人について、本人が望む生活が継続できていると思いますか。

居宅 総合 その他
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1.事業所内で周知されており、自分も内容をある程度知っている
2.事業所内で周知されており、自分も名称は知っているが、内容は知らない
3.事業所内では周知されていないが、自分は内容をある程度知っている
4.事業所内で周知されておらず、自分は名称は知っているが、内容は知らない
5.事業所内で周知されておらず、自分は名称も内容も知らない

認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドラインを知っていますか。
また、事業所内で周知されていますか。

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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1
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11%
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2
22%

0
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1.事業所内で周知されており、自分も内容をある程度知っている
2.事業所内で周知されており、自分も名称は知っているが、内容は知らない
3.事業所内では周知されていないが、自分は内容をある程度知っている
4.事業所内で周知されておらず、自分は名称は知っているが、内容は知らない
5.事業所内で周知されておらず、自分は名称も内容も知らない

認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドラインを知っていますか。
また、事業所内で周知されていますか。

＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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41%
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25%

1.事業所内で周知されており、自分も内容をある程度知っている
2.事業所内で周知されており、自分も名称は知っているが、内容は知らない
3.事業所内では周知されていないが、自分は内容をある程度知っている
4.事業所内で周知されておらず、自分は名称は知っているが、内容は知らない
5.事業所内で周知されておらず、自分は名称も内容も知らない

認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドラインを知っていますか。
また、事業所内で周知されていますか。

＜その他事業所 ＞ 単位：件

居宅 総合 その他
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11

2

0

3

4

1.実績による請求（回数制）がよい

2.実績による請求（回数制）で、一定回数を超えたら１月あたりの単
価に代わる方法がよい

3.計画による請求（月額報酬制）がよい

4.どの方法でもよい

5.変更が多いと対応が大変なため、現状のままでよい

0 2 4 6 8 10 12

月額報酬制→回数制に変更になり、一定期間経過したが、どう思うか

令和６年４月より、計画によるサービス費の請求（月額報酬制）から、実際に利用した実績
のみによる請求（回数制）に変更して一定期間が経過しましたが、このことについてどう思
いますか。

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

居宅 総合
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4
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1

1.実績による請求（回数制）がよい

2.実績による請求（回数制）で、一定回数を超えたら１月あたりの単
価に代わる方法がよい

3.計画による請求（月額報酬制）がよい

4.どの方法でもよい

5.変更が多いと対応が大変なため、現状のままでよい

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

月額報酬制→回数制に変更になり、一定期間経過したが、どう思うか

令和６年４月より、計画によるサービス費の請求（月額報酬制）から、実際に利用した実績
のみによる請求（回数制）に変更して一定期間が経過しましたが、このことについてどう思
いますか。

＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ 単位：件

居宅 総合
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15
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1.実施してもよい

2.実施しないほうがよい

3.どちらでもよい

0 2 4 6 8 10 12 14 16

通所型サービスAについて

現在、名張市では通所型サービスＡ（緩和された基準によるサービス）は実施していません
が、三重県下では実施している自治体が多いようです。将来的に、通所型サービスＡについ
て検討しようと考えていますが、このことについてどう思いますか。

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

居宅 総合
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1
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1.実施してもよい

2.実施しないほうがよい

3.どちらでもよい

0 1 2 3 4 5 6

通所型サービスAについて

現在、名張市では通所型サービスＡ（緩和された基準によるサービス）は実施していません
が、三重県下では実施している自治体が多いようです。将来的に、通所型サービスＡについ
て検討しようと考えていますが、このことについてどう思いますか。

＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ 単位：件

居宅 総合
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0
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1.キャンセル料は徴収すべきではなく、可能な限り振り替えるべき
2.利用日当日のキャンセルは、いかなる理由でもキャンセル料は必要
3.利用者側に原因のあるキャンセルであれば、キャンセル料徴収も致し方ない
4.わからない
5.その他

利用者の都合により利用日にキャンセルとなった場合、利用者受け入れ体制を組んでいた
サービス事業所には損害が発生する。その際、利用日を振り替えたり、キャンセル料を徴収
する等の対応をしていると思われるが、キャンセル料の徴収についてどう考えるか。

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

居宅



令和８年度名張市集団指導

８ 事業所アンケートの結果について（抜粋） 110

6
30%

5
25%

4
20%

0
0%

5
25%

1.訪問家事援助サービス（シルバー人材センター）
2.有償ボランティア等により提供される住⺠主体の支援（地域支えあい活動）
3.移動支援や移送前後の生活支援（地域支えあい活動）
4.栄養改善支援サービス（ハコゼン）
5.わからない

介護予防・日常生活支援総合事業には、従来の訪問介護サービス、通所介護サービス以外の
サービスがあることをご存じですか。ご存じのサービスがあればすべて選択してください。

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

居宅
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1.訪問家事援助サービス（シルバー人材センター）
2.有償ボランティア等により提供される住⺠主体の支援（地域支えあい活動）
3.移動支援や移送前後の生活支援（地域支えあい活動）
4.栄養改善支援サービス（ハコゼン）
5.「利用を提案したい」又は「すでに利用している」利用者はいない
6.わからない

次の介護予防・日常生活支援総合事業について、「すでに利用している」または「今後、利
用を提案したい」利用者はいますか。その場合、どのサービスを提案したいですか。
該当するものを全て選択してください。

＜居宅介護支援事業所＞ 単位：件

居宅
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1
11%
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1.振替をしている又は可能な限り振り替えている 2.振替はしていない又は振替は難しく、していない 3.どちらともいえない

利用者の都合等により、利用日にキャンセルとなった場合、現在、利用日を振り替える等の
対応をしていますか。該当するものを選択してください。

＜総合事業（第１号訪問事業所・第１号通所事業所）＞ 単位：件

総合

うち、キャンセル料を
徴収しているか。

→徴収していない 1件
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